
JP 2010-217675 A 2010.9.30

10

(57)【要約】
【課題】絵素の正確な位置を容易に把握することができ
るアクティブマトリクス基板、及びこれを用いた表示装
置を提供する。
【解決手段】マトリクス状に配列された複数のソース配
線（データ配線）Ｓ１～ＳＭ及び複数のゲート配線（走
査配線）Ｇ１～ＧＮと、ソース配線Ｓ１～ＳＭとゲート
配線Ｇ１～ＧＮとの交差部の近傍に設けられた薄膜トラ
ンジスタ（スイッチング素子）２５及び薄膜トランジス
タ２５に接続された絵素電極２６を有する絵素Ｐとを備
え、液晶パネル（表示パネル）の基板として用いられる
アクティブマトリクス基板において、マトリクス状の行
方向及び列方向の各々の方向において、隣接する２つの
絵素Ｐの絵素構造を互いに異ならせる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
マトリクス状に配列された複数のデータ配線及び複数の走査配線と、前記データ配線と前
記走査配線との交差部の近傍に設けられたスイッチング素子及び前記スイッチング素子に
接続された絵素電極を有する絵素とを備え、表示パネルの基板として用いられるアクティ
ブマトリクス基板であって、
　前記マトリクス状の行方向及び列方向の各々の方向において、隣接する２つの前記絵素
の絵素構造を互いに異ならせた、
　ことを特徴とするアクティブマトリクス基板。
【請求項２】
前記隣接する２つの絵素では、前記データ配線の形状、前記走査配線の形状、前記スイッ
チング素子の形状、及び前記絵素電極の形状のうち、少なくとも２つの形状が互いに相異
するように、構成されている請求項１に記載のアクティブマトリクス基板。
【請求項３】
補助容量を発生させるための補助容量用配線を備え、
　前記隣接する２つの絵素では、前記データ配線の形状、前記走査配線の形状、前記スイ
ッチング素子の形状、前記絵素電極の形状、前記補助容量用配線の形状、及び前記補助容
量用配線の半導体部の形状のうち、少なくとも２つの形状が互いに相異するように、構成
されている請求項１に記載のアクティブマトリクス基板。
【請求項４】
前記隣接する２つの絵素では、所定数毎に、少なくとも２つの相違点に加えて、別の相違
点が設けられている請求項１～３のいずれか１項に記載のアクティブマトリクス基板。
【請求項５】
表示部を備えた表示装置であって、
　前記表示部には、請求項１～４のいずれか１項に記載のアクティブマトリクス基板が用
いられていることを特徴とする表示装置。
【請求項６】
前記表示部は、前記アクティブマトリクス基板に対向するとともに、ブラックマトリクス
が設けられた対向基板を備え、
　前記ブラックマトリクスの形状が、前記隣接する２つの絵素で異なるように、変更され
ている請求項５に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のデータ配線及び複数の走査配線がマトリクス状に配列されたアクティ
ブマトリクス基板、及びこれを用いた表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、例えば液晶表示装置は、在来のブラウン管に比べて薄型、軽量などの特長を有す
るフラットパネルディスプレイとして、液晶テレビ、モニター、携帯電話などに幅広く利
用されている。このような液晶表示装置では、複数のデータ配線（ソース配線）及び複数
の走査配線（ゲート配線）をマトリクス状に配線するとともに、データ配線と走査配線と
の交差部の近傍に薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：Thin Film Transistor）などのスイッチン
グ素子と、このスイッチング素子に接続された絵素電極を有する絵素をマトリクス状に配
置したアクティブマトリクス基板を、表示パネルとしての液晶パネルに用いたものが知ら
れている。
【０００３】
　また、従来のアクティブマトリクス基板には、例えば下記特許文献１に記載されている
ように、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、及び青色（Ｂ）の各絵素の種類を識別可能な識別部を
、ソース配線またはゲート配線に対して、絵素毎に設けることが提案されている。そして
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、この従来のアクティブマトリクス基板では、スイッチング素子を形成した段階で、欠陥
のある絵素が複数の種類の絵素のうちどの絵素かを識別することができ、欠陥修正を確実
に行うことが可能であるとされていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１５０２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記のような従来のアクティブマトリクス基板では、絵素の正確な位置
を容易に把握できないことがあった。
【０００６】
　具体的にいえば、従来のアクティブマトリクス基板では、ＲＧＢを一組とする絵素がマ
トリクス状の行方向及び列方向に沿って数十～数百組設けられており、上記識別部による
ＲＧＢの色毎の識別だけでは、絵素の正確な位置を容易に把握するのが困難となることが
あった。つまり、従来のアクティブマトリクス基板では、液晶パネルの解像度（絵素数）
や絵素の大きさなどによっては、絵素の正確な位置を容易に把握できないという問題点を
発生するおそれがあった。
【０００７】
　上記の課題を鑑み、本発明は、絵素の正確な位置を容易に把握することができるアクテ
ィブマトリクス基板、及びこれを用いた表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明にかかるアクティブマトリクス基板は、マトリク
ス状に配列された複数のデータ配線及び複数の走査配線と、前記データ配線と前記走査配
線との交差部の近傍に設けられたスイッチング素子及び前記スイッチング素子に接続され
た絵素電極を有する絵素とを備え、表示パネルの基板として用いられるアクティブマトリ
クス基板であって、
　前記マトリクス状の行方向及び列方向の各々の方向において、隣接する２つの前記絵素
の絵素構造を互いに異ならせたことを特徴とするものである。
【０００９】
　上記のように構成されたアクティブマトリクス基板では、マトリクス状の行方向及び列
方向の各々の方向において、隣接する２つの絵素の絵素構造が互いに異なるように構成さ
れている。これにより、上記従来例と異なり、絵素の正確な位置を容易に把握することが
できる。
【００１０】
　また、上記アクティブマトリクス基板において、前記隣接する２つの絵素では、前記デ
ータ配線の形状、前記走査配線の形状、前記スイッチング素子の形状、及び前記絵素電極
の形状のうち、少なくとも２つの形状が互いに相異するように、構成されてもよい。
【００１１】
　この場合、データ配線の形状、走査配線の形状、スイッチング素子の形状、及び絵素電
極の形状のうち、互いに相違するように、構成された少なくとも２つの形状を用いること
により、絵素の正確な位置を容易に把握することができる。
【００１２】
　また、上記アクティブマトリクス基板において、補助容量を発生させるための補助容量
用配線を備え、
　前記隣接する２つの絵素では、前記データ配線の形状、前記走査配線の形状、前記スイ
ッチング素子の形状、前記絵素電極の形状、前記補助容量用配線の形状、及び前記補助容
量用配線の半導体部の形状のうち、少なくとも２つの形状が互いに相異するように、構成
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されてもよい。
【００１３】
　この場合、データ配線の形状、走査配線の形状、スイッチング素子の形状、絵素電極の
形状、補助容量用配線の形状、及び補助容量用配線の半導体部の形状のうち、互いに相違
するように、構成された少なくとも２つの形状を用いることにより、絵素の正確な位置を
容易に把握することができる。
【００１４】
　また、上記アクティブマトリクス基板において、前記隣接する２つの絵素では、所定数
毎に、少なくとも２つの相違点に加えて、別の相違点が設けられていることが好ましい。
【００１５】
　この場合、別の相違点により、絵素の正確な位置をより容易に把握することができる。
【００１６】
　また、本発明の表示装置は、表示部を備えた表示装置であって、
　前記表示部には、上記いずれかに記載のアクティブマトリクス基板が用いられているこ
とを特徴とするものである。
【００１７】
　上記のように構成された表示装置では、絵素の正確な位置を容易に把握することができ
るアクティブマトリクス基板が表示部に用いられているので、当該表示部での絵素の正確
な位置を容易に把握することができる表示装置を簡単に構成することができる。
【００１８】
　また、上記表示装置において、前記表示部は、前記アクティブマトリクス基板に対向す
るとともに、ブラックマトリクスが設けられた対向基板を備え、
　前記ブラックマトリクスの形状が、前記隣接する２つの絵素で異なるように、変更され
てもよい。
【００１９】
　この場合、ブラックマトリクスの形状を用いることにより、絵素の正確な位置を容易に
把握することができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、絵素の正確な位置を容易に把握することができるアクティブマトリク
ス基板、及びこれを用いた表示装置を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１の実施形態にかかる液晶表示装置を説明する概略断面図である。
【図２】上記第１の実施形態のアクティブマトリクス基板及び液晶表示装置の要部構成を
説明する図である。
【図３】図２に示した絵素の具体的な構成を説明する図である。
【図４】隣接する絵素において、図３に示した補助容量用配線の半導体部の形状を変更す
る構成の具体例を示す平面図である。
【図５】隣接する絵素において、図３に示したブラックマトリクスの形状を変更する構成
の具体例を示す平面図である。
【図６】隣接する絵素において、図３に示した絵素電極の形状を変更する構成の具体例を
示す平面図である。
【図７】本発明の第２の実施形態にかかるアクティブマトリクス基板での隣接する絵素に
おいて、上記補助容量用配線の形状を変更する構成の具体例を示す平面図である。
【図８】隣接する絵素において、図３に示したゲート配線の形状を変更する構成の具体例
を示す平面図である。
【図９】隣接する絵素において、図３に示したソース配線の形状を変更する構成の具体例
を示す平面図である。
【図１０】隣接する絵素において、図３に示したソースドレインの形状を変更する構成の
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具体例を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明のアクティブマトリクス基板、及び表示装置の好ましい実施形態について
、図面を参照しながら説明する。なお、以下の説明では、本発明を透過型の液晶表示装置
に適用した場合を例示して説明する。また、各図中の構成部材の寸法は、実際の構成部材
の寸法及び各構成部材の寸法比率等を忠実に表したものではない。
【００２３】
　［第１の実施形態］
　図１は、本発明の第１の実施形態にかかる液晶表示装置を説明する概略断面図である。
図において、本実施形態の液晶表示装置１には、図の上側が視認側（表示面側）として設
置される表示部としての液晶パネル２と、液晶パネル２の非表示面側（図の下側）に配置
されて、当該液晶パネル２を照明する照明光を発生する照明装置３とが設けられている。
【００２４】
　液晶パネル２は、液晶層４と、液晶層４を狭持する本発明のアクティブマトリクス基板
５及びカラーフィルタ基板６と、アクティブマトリクス基板５及びカラーフィルタ基板６
の各外側表面上にそれぞれ設けられた偏光板７、８とを備えている。また、液晶パネル２
には、当該液晶パネル２を駆動するためのドライバ装置９、及びフレキシブルプリント基
板１１を介してドライバ装置９に接続された駆動回路装置１０が設けられており、液晶パ
ネル２では、液晶層４を絵素単位に駆動可能に構成されている。そして、液晶パネル２で
は、液晶層４によって偏光板７を介して入射された上記照明光の偏光状態が変調され、か
つ、偏光板８を通過する光量が制御されることにより、所望画像が表示される。
【００２５】
　照明装置３には、図の上側（液晶パネル２側）が開口した有底状のシャーシ１２と、シ
ャーシ１２の液晶パネル２側に設置された枠状のフレーム１３とが設けられている。また
、シャーシ１２及びフレーム１３は、金属または合成樹脂によって構成されており、フレ
ーム１３の上方に液晶パネル２が設置された状態で、断面Ｌ字状のベゼル１４にて狭持さ
れている。これにより、照明装置３は、液晶パネル２に組み付けられて、当該照明装置３
からの照明光が液晶パネル２に入射される透過型の液晶表示装置１として一体化されてい
る。
【００２６】
　また、照明装置３は、シャーシ１２の開口部を覆うように設置された拡散板１５と、拡
散板１５の上方で液晶パネル２側に設置された光学シート１７と、シャーシ１２の内面に
設けられた反射シート２１とを備えている。また、照明装置３では、複数、例えば６本の
冷陰極蛍光管２０がシャーシ１２の内部で液晶パネル２の下方側に設けられており、直下
型の照明装置３を構成している。そして、照明装置３では、各冷陰極蛍光管２０からの光
が液晶パネル２に対向配置される照明装置３の発光面から上記照明光として出射されるよ
うになっている。
【００２７】
　尚、上記の説明では、直下型の照明装置３を用いた構成について説明したが、本実施形
態はこれに限定されるものではなく、導光板を有するエッジライト型の照明装置を用いて
もよい。また、冷陰極蛍光管以外の熱陰極蛍光管やＬＥＤなどの他の光源を有する照明装
置も用いることができる。
【００２８】
　拡散板１５は、例えば厚さ２ｍｍ程度の長方形状の合成樹脂またはガラス材を用いて構
成されており、冷陰極蛍光管２０からの光を拡散して、光学シート１７側に出射する。ま
た、拡散板１５は、その四辺側がシャーシ１２の上側に設けられた枠状の表面上に載置さ
れており、弾性変形可能な押圧部材１６を介在させてシャーシ１２の当該表面とフレーム
１３の内面とで狭持された状態で照明装置３の内部に組み込まれている。さらに、拡散板
１５では、その略中央部がシャーシ１２内部に設置された透明な支持部材（図示せず）に
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て支えられており、シャーシ１２の内側に撓むのが防がれている。
【００２９】
　また、拡散板１５は、シャーシ１２と押圧部材１６との間で移動可能に保持されており
、冷陰極蛍光管２０の発熱やシャーシ１２の内部の温度上昇などの熱の影響により、当該
拡散板１５に伸縮（塑性）変形が生じたときでも、押圧部材１６が弾性変形することにて
当該塑性変形が吸収されて、冷陰極蛍光管２０からの光の拡散性を極力低下しないように
なっている。また、合成樹脂に比べて熱に強いガラス材の拡散板１５を用いる場合の方が
、上記熱の影響による反り、黄変、熱変形等が生じ難い点で好ましい。
【００３０】
　光学シート１７には、例えば厚さ０．５ｍｍ程度の合成樹脂フィルムにより構成された
集光シートが含まれており、液晶パネル２への上記照明光の輝度を上昇させるように構成
されている。また、光学シート１７には、液晶パネル２の表示面での表示品位の向上を行
うためなどのプリズムシート、拡散シート、偏光シートなどの公知の光学シート材が必要
に応じて適宜積層されるようになっている。そして、光学シート１７は、拡散板１５から
出射された光を、所定の輝度（例えば、５０００ｃｄ／ｍ2）以上で、かつ、均一な輝度
を有する面状光に変換し照明光として液晶パネル２側に入射させるように構成されている
。なお、上記の説明以外に、例えば液晶パネル２の上方（表示面側）に当該液晶パネル２
の視野角を調整するための拡散シート等の光学部材を適宜積層してもよい。
【００３１】
　また、光学シート１７では、例えば液晶表示装置１の実使用時に上側となる、図１の左
端辺側の中央部に、同図の左側に突出した突出部が形成されている。そして、光学シート
１７では、上記突出部だけが弾性材１８を介在させてフレーム１３の内面と押圧部材１６
とで狭持されており、当該光学シート１７は、照明装置３の内部に伸縮可能な状態で組み
込まれている。これにより、光学シート１７では、冷陰極蛍光管２０の発熱などの上記の
熱の影響により、伸縮（塑性）変形が生じたときでも、上記突出部を基準とした自由な伸
縮変形が可能となり、シワや撓みなどが当該光学シート１７に発生するのが極力防がれる
ように構成されている。この結果、液晶表示装置１では、光学シート１７の撓み等に起因
して、輝度ムラなどの表示品位の低下が液晶パネル２の表示面に発生するのを極力防止で
きるようになっている。
【００３２】
　各冷陰極蛍光管２０には、直管状のものが用いられており、その両端部に設けられた電
極部（図示せず）がシャーシ１２の外側にて支持されている。また、各冷陰極蛍光管２０
には、直径３．０～４．０ｍｍ程度の発光効率に優れた細管化されたものが使用されてお
り、各冷陰極蛍光管２０は、図示しない光源保持具によって拡散板１５及び反射シート２
１との各間の距離を所定距離に保たれた状態で、シャーシ１２の内部に保持されている。
さらに、冷陰極蛍光管２０は、その長手方向が重力の作用方向と直交する方向に平行とな
るように、配置されている。これにより、冷陰極蛍光管２０では、その内部に封入された
水銀（蒸気）が重力の作用により長手方向の一方の端部側に集まるのが防がれて、ランプ
寿命が大幅に向上されている。
【００３３】
　反射シート２１は、例えば厚さ０．２～０．５ｍｍ程度のアルミニウムや銀などの光反
射率の高い金属薄膜により構成されており、冷陰極蛍光管２０の光を拡散板１５に向かっ
て反射する反射板として機能するようになっている。これにより、照明装置３では、冷陰
極蛍光管２０から発光された光を拡散板１５側に効率よく反射して当該光の利用効率及び
拡散板１５での輝度を高めることができる。なお、この説明以外に、上記金属薄膜に代え
て、合成樹脂製の反射シート材を使用したり、例えばシャーシ１２の内面に光反射率の高
い白色等の塗料を塗布することによって当該内面を反射板として機能させたりすることも
できる。
【００３４】
　次に、図２も参照して、本実施形態のアクティブマトリクス基板５について具体的に説
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明する。
【００３５】
　図２は、上記第１の実施形態のアクティブマトリクス基板及び液晶表示装置の要部構成
を説明する図である。
【００３６】
　図２において、液晶表示装置１（図１）には、文字や画像等の情報を表示する上記表示
部としての液晶パネル２（図１）の駆動制御を行うパネル制御部２２と、このパネル制御
部２２からの指示信号を基に動作するソースドライバ２３及びゲートドライバ２４が設け
られている。
【００３７】
　パネル制御部２２は、駆動回路装置１０（図１）に設けられたものであり、液晶表示装
置１の外部からの映像信号が入力されるようになっている。また、パネル制御部２２は、
入力された映像信号に対して所定の画像処理を行ってソースドライバ２３及びゲートドラ
イバ２４への各指示信号を生成する画像処理部２２ａと、入力された映像信号に含まれた
１フレーム分の表示データを記憶可能なフレームバッファ２２ｂとを備えている。そして
、パネル制御部２２が、入力された映像信号に応じて、ソースドライバ２３及びゲートド
ライバ２４の駆動制御を行うことにより、その映像信号に応じた情報が液晶パネル２に表
示される。
【００３８】
　ソースドライバ２３及びゲートドライバ２４は、ドライブ装置９（図１）に設けられた
ものであり、アレイ基板を構成する、本実施形態のアクティブマトリクス基板５上に設置
されている。具体的には、ソースドライバ２３は、アクティブマトリクス基板５の表面上
において、表示パネルとしての液晶パネル２の有効表示領域Ａの外側領域で当該液晶パネ
ル２の横方向に沿うように設置されている。また、ゲートドライバ２４は、アクティブマ
トリクス基板５の表面上において、上記有効表示領域Ａの外側領域で当該液晶パネル２の
縦方向に沿うように設置されている。
【００３９】
　また、ソースドライバ２３及びゲートドライバ２４は、液晶パネル２側に設けられた複
数の絵素Ｐを絵素単位に駆動する駆動回路であり、ソースドライバ２３及びゲートドライ
バ２４には、複数のソース配線Ｓ１～ＳＭ（Ｍは、２以上の整数、以下、“Ｓ”にて総称
する。）及び複数のゲート配線Ｇ１～ＧＮ（Ｎは、２以上の整数、以下、“Ｎ”にて総称
する。）がそれぞれ接続されている。これらのソース配線Ｓ及びゲート配線Ｇは、それぞ
れデータ配線及び走査配線を構成しており、アクティブマトリクス基板５に含まれた透明
なガラス材または透明な合成樹脂製の基材（図示せず）上で互いに交差するように、マト
リクス状に配列されている。すなわち、ソース配線Ｓは、マトリクス状の列方向（液晶パ
ネル２の縦方向）に平行となるように上記基材上に設けられ、ゲート配線Ｇは、マトリク
ス状の行方向（液晶パネル２の横方向）に平行となるように上記基材上に設けられている
。
【００４０】
　また、これらのソース配線Ｓ及びゲート配線Ｇの交差部の近傍には、スイッチング素子
としての薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor）２５と、薄膜トランジスタ２５に接
続された絵素電極２６を有する上記絵素Ｐが設けられている。すなわち、アクティブマト
リクス基板５では、ソース配線Ｓ及びゲート配線Ｇによってマトリクス状に区画された各
領域に、複数の各絵素Ｐの領域が形成されている。これら複数の絵素Ｐには、赤色、緑色
、及び青色の絵素が含まれている。また、これらの赤色、緑色、及び青色の絵素は、例え
ばこの順番で、各ゲート配線Ｇ１～ＧＮに平行に順次配設されている。
【００４１】
　また、各ゲート配線Ｇ１～ＧＮには、絵素Ｐ毎に設けられるとともに、薄膜トランジス
タ２５のゲート電極が接続されている。一方、各ソース配線Ｓ１～ＳＭには、薄膜トラン
ジスタ２５のソース電極が接続されている。また、各薄膜トランジスタ２５のドレイン電
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極には、絵素Ｐ毎に設けられた上記絵素電極２６が接続されている。また、各絵素Ｐでは
、共通電極２７が液晶パネル２に設けられた液晶層４を間に挟んだ状態で絵素電極２６に
対向するよう構成されている。
【００４２】
　また、本実施形態のアクティブマトリクス基板５では、マトリクス状の行方向及び列方
向の各々の方向において、隣接する２つの絵素Ｐの絵素構造が互いに異なるように構成さ
れている（詳細は後述。）。
【００４３】
　ここで、図３～図６も参照して、本実施形態のアクティブマトリクス基板５での絵素Ｐ
の絵素構造について具体的に説明する。
【００４４】
　図３は図２に示した絵素の具体的な構成を説明する図であり、図４は隣接する絵素にお
いて、図３に示した補助容量用配線の半導体部の形状を変更する構成の具体例を示す平面
図である。図５は隣接する絵素において、図３に示したブラックマトリクスの形状を変更
する構成の具体例を示す平面図であり、図６は隣接する絵素において、図３に示した絵素
電極の形状を変更する構成の具体例を示す平面図である。
【００４５】
　図３に示すように、アクティブマトリクス基板５では、ソース配線Ｓ及びゲート配線Ｇ
がそれぞれ同図３の上下方向及び左右方向に平行に設けられており、絵素Ｐの領域が隣接
する２本のソース配線Ｓ及び隣接する２本のゲート配線Ｇによって規定されている。また
、ソース配線Ｓ及び薄膜トランジスタ２５の上方には、対向基板としてのカラーフィルタ
基板６（図１）側に設けられたブラックマトリクスＢＭが設置されている。
【００４６】
　また、アクティブマトリクス基板５では、上記基材上に、ソース配線Ｓ、ゲート配線Ｇ
、薄膜トランジスタ２５、絵素電極２６、及び補助容量用配線２９が形成されている。ソ
ース配線Ｓでは、薄膜トランジスタ２５の上記ソース電極２５ｓが一体的に形成されてい
る。また、ゲート配線Ｇでは、薄膜トランジスタ２５の上記ゲート電極２５ｇが一体的に
形成されている。また、薄膜トランジスタ２５では、上記ドレイン電極２５ｄがソースド
レインＳＤと一体的に構成されており、ソースドレインＳＤはコンタクトホールＨを介し
て絵素電極２６に電気的に接続されている。また、補助容量用配線２９は、コンタクトホ
ールＨの下方で、ゲート配線Ｇと平行になるように設けられている。また、この補助容量
用配線２９は、ソースドレインＳＤと、当該補助容量用配線２９上に形成された絶縁膜（
図示せず）との間に設けられた半導体部（ｎ＋浮島部）２９ａを備えており、この半導体
部２９ａは、ソースドレインＳＤと補助容量用配線２９との間でのリークの発生を防止す
るようになっている。
【００４７】
　また、アクティブマトリクス基板５では、上述したように、マトリクス状の行方向及び
列方向の各々の方向において、隣接する２つの絵素Ｐの絵素構造が互いに異なるように構
成されている。
【００４８】
　具体的にいえば、図４に例示するように、マトリクス状の列方向の位置が異なる絵素Ｐ
１、Ｐ２、及びＰ３において、補助容量用配線２９の半導体部２９ａの形状が、互いに相
異するように、構成されている。すなわち、図４において、左側から１列目に設けられた
絵素Ｐ１では、半導体部２９ａの切欠部２９ａ１が当該半導体部２９ａの左上の位置に形
成されている。また、左側から２列目に設けられた絵素Ｐ２では、半導体部２９ａの切欠
部２９ａ１が当該半導体部２９ａの左下の位置に形成されている。また、左側から３列目
に設けられた絵素Ｐ３では、半導体部２９ａの切欠部２９ａ１が当該半導体部２９ａの右
上の位置に形成されている。この結果、アクティブマトリクス基板５では、切欠部２９ａ
１の形成位置を用いることにより、列方向での絵素位置を正確に把握することができる。
【００４９】
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　また、図５に例示するように、マトリクス状の行方向の１段目の絵素Ｐ４と、２段目の
絵素Ｐ５とでは、ブラックマトリクスＢＭの形状が互いに相異するように、構成されてい
る。詳細には、ブラックマトリクスＢＭでは、薄膜トランジスタ２５のソース電極２５ｓ
、ゲート電極２５ｇ、及びドレイン電極２５ｄを覆うように、略矩形状に構成された遮光
部ＢＭ１が形成されている。この遮光部ＢＭ１では、絵素位置に応じて、図５の右下に形
成された切欠部ＢＭｃの形状、より具体的には切欠角度（図５の左右方向に平行な辺に対
する角度）が異なるようになっている。つまり、ブラックマトリクスＢＭでは、図５に示
すように、絵素Ｐ４での切欠部ＢＭｃの切欠角度が、絵素Ｐ５でのものよりも小さい角度
に設定されている。この結果、アクティブマトリクス基板５では、切欠部ＢＭｃの形状（
切欠角度）を用いることにより、行方向での絵素位置を正確に把握することができる。
【００５０】
　また、図６に例示するように、マトリクス状の行方向の１段目の絵素Ｐ６と、２段目の
絵素Ｐ７とでは、絵素電極２６の形状が互いに相異するように、構成されている。詳細に
は、絵素電極２６では、絵素位置に応じて、図６の下方で、その略中央部に形成された切
欠部２６ａの形状、より具体的には切欠角度（図６の左右方向に平行な下辺に対する角度
）が異なるようになっている。つまり、絵素電極２６では、図６に示すように、絵素Ｐ６
での切欠部２６ａの切欠角度が、絵素Ｐ７でのものよりも小さい角度に設定されている。
この結果、アクティブマトリクス基板５では、切欠部２６ａの形状（切欠角度）を用いる
ことにより、行方向での絵素位置を正確に把握することができる。
【００５１】
　また、アクティブマトリクス基板５においては、隣接する２つの絵素Ｐでは、所定数毎
に、少なくとも２つの相違点に加えて、別の相違点が設けられている。具体的にいえば、
アクティブマトリクス基板５では、例えば行方向に沿って配列された複数の絵素Ｐにおい
て、所定数（例えば、１００個）毎に、図４に示した半導体部２９ａの切欠部２９ａ１の
位置が同図４の右下の位置に形成されている。
【００５２】
　以上のように構成された本実施形態のアクティブマトリクス基板５では、図４及び図６
にそれぞれ例示したように、隣接する２つの絵素Ｐの絵素構造において、補助容量用配線
２９の半導体部２９ａの形状及び絵素電極２６の形状が、互いに相違するように、構成さ
れている。すなわち、本実施形態のアクティブマトリクス基板５では、マトリクス状の行
方向及び列方向の各々の方向において、隣接する２つの絵素Ｐの絵素構造が互いに異なる
ように構成されている。これにより、本実施形態のアクティブマトリクス基板５では、上
記従来例と異なり、液晶パネル（表示部）２の解像度（絵素数）や絵素Ｐの大きさなどに
関わらず、絵素Ｐの正確な位置を容易に把握することができる。また、本実施形態のアク
ティブマトリクス基板５では、カラーフィルタ基板（対向基板）６が組み付けられて液晶
パネル２として組み立てられた後、アクティブマトリクス基板５に分解されたときでも、
絵素Ｐの正確な位置を容易に把握することができることから、絵素Ｐでの欠陥を生じた理
由などの解析作業（原因究明作業）を容易に行うことが可能となる。
【００５３】
　また、本実施形態のアクティブマトリクス基板５において、隣接する２つの絵素Ｐでは
、所定数毎に、少なくとも２つの相違点に加えて、別の相違点が設けられているので、絵
素Ｐの正確な位置をより容易に把握することができる。
【００５４】
　また、本実施形態では、絵素Ｐの正確な位置を容易に把握することができるアクティブ
マトリクス基板５が液晶パネル（表示部）２に用いられているので、当該液晶パネル２で
の絵素Ｐの正確な位置を容易に把握することができる液晶表示装置１を簡単に構成するこ
とができる。
【００５５】
　また、本実施形態の液晶表示装置１では、カラーフィルタ基板（対向基板）６側に設け
られたブラックマトリクスＢＭの形状が、図５に例示したように、隣接する２つの絵素Ｐ



(10) JP 2010-217675 A 2010.9.30

10

20

30

40

50

で異なるように変更されているので、ブラックマトリクスＢＭの形状を用いることにより
、絵素Ｐの正確な位置を容易に把握することができる。
【００５６】
　［第２の実施形態］
　図７は、本発明の第２の実施形態にかかるアクティブマトリクス基板での隣接する絵素
において、上記補助容量用配線の形状を変更する構成の具体例を示す平面図である。図に
おいて、本実施形態と上記第１の実施形態との主な相違点は、隣接する２つの絵素の絵素
構造において、絵素電極の形状及びブラックマトリクスの形状を変更する代わりに、補助
容量用配線の形状を変更した点である。なお、上記第１の実施形態と共通する要素につい
ては、同じ符号を付して、その重複した説明を省略する。
【００５７】
　つまり、図７に例示するように、本実施形態のアクティブマトリクス基板５では、マト
リクス状の行方向の１段目に沿って配列された３つの各絵素Ｐ８、Ｐ９、及びＰ１０に設
置された補助容量用配線２９と、行方向の２段目に沿って配列された３つの各絵素Ｐ１１
、Ｐ１２、及びＰ１３に設置された補助容量用配線２９’とでは、形状が互いに相異する
ように、構成されている。
【００５８】
　詳細にいえば、補助容量用配線２９では、行方向に平行に直線状に設けられた配線本体
部２９ｂと、各絵素Ｐ８～Ｐ１０に設けられるとともに、配線本体部２９ｂに対して、図
７の上側に突出する突出部２９ｃとが設けられている。
【００５９】
　これに対して、補助容量用配線２９’では、上記配線本体部２９ｂと、各絵素Ｐ１１～
Ｐ１３に設けられるとともに、配線本体部２９ｂに対して、図７の下側に突出する突出部
２９ｄとが設けられている。これらの突出部２９ｃ及び２９ｄの形成位置を用いることに
より、行方向での絵素位置を正確に把握することができる。
【００６０】
　また、本実施形態のアクティブマトリクス基板５では、図４に例示したように、隣接す
る２つの絵素Ｐの絵素構造において、補助容量用配線２９の半導体部２９ａの形状が、互
いに相違するように、構成されている。これにより、本実施形態のアクティブマトリクス
基板５では、第１の実施形態と同様に、列方向での絵素位置を正確に把握することができ
る。
【００６１】
　以上の構成により、本実施形態では、上記第１の実施形態と同様な作用・効果を奏する
ことができる。また、本実施形態のアクティブマトリクス基板５では、補助容量用配線２
９の半導体部２９ａの形状及び補助容量用配線２９の形状を用いることにより、絵素Ｐの
正確な位置を容易に把握することができる。
【００６２】
　例えば、上記の説明では、本発明を透過型の液晶表示装置に適用した場合について説明
したが、本発明の表示装置はアクティブマトリクス基板を具備した表示パネルを表示部に
使用したものであれば何等限定されない。つまり、本発明の表示装置は、マトリクス状に
配列された複数のデータ配線及び複数の走査配線と、データ配線と走査配線との交差部の
近傍に設けられたスイッチング素子及びスイッチング素子に接続された絵素電極を有する
絵素を有するアクティブマトリクス基板を使用したものであればよい。
【００６３】
　具体的にいえば、本発明の表示装置は、半透過型や反射型の液晶パネルあるいは有機Ｅ
Ｌ（Electronic Luminescence）素子、無機ＥＬ素子、電界放出ディスプレイ（Field Emi
ssion Display）などのアクティブマトリクス基板を用いた各種表示装置に適用すること
ができる。
【００６４】
　また、上記第１の実施形態の説明では、隣接する２つの絵素の絵素構造において、補助
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容量用配線の半導体部の形状、絵素電極の形状、及びブラックマトリクスの形状を変更す
る場合について説明した。また、上記第２の実施形態の説明では、補助容量用配線の半導
体部の形状及び補助容量用配線の形状を変更する場合について説明した。しかしながら、
本発明のアクティブマトリクス基板は、マトリクス状の行方向及び列方向の各々の方向に
おいて、隣接する２つの絵素の絵素構造を互いに異ならせたものであれば何等限定されな
い。
【００６５】
　具体的にいえば、図８、図９、及び図１０にそれぞれ示すように、ゲート配線（走査配
線）の形状、ソース配線（データ配線）の形状、及びソースドレイン（スイッチング素子
）の形状を変更する構成でもよい。
【００６６】
　すなわち、図８に例示するように、マトリクス状の行方向の１段目に沿って配列された
３つの各絵素Ｐ１４、Ｐ１５、及びＰ１６に設置されたゲート配線Ｇと、行方向の２段目
に沿って配列された３つの各絵素Ｐ１７、Ｐ１８、及びＰ１９に設置されたゲート配線Ｇ
’とでは、形状が互いに相異するように、構成されている。詳細には、ゲート配線Ｇでは
、正方形状の突起部Ｇ１が図９の下側（すなわち、当該ゲート配線Ｇを含んだ絵素Ｐ１４
、Ｐ１５、及びＰ１６とは異なる２段目の絵素Ｐ１７、Ｐ１８、及びＰ１９の補助容量用
配線２９側）に形成されている。これに対して、ゲート配線Ｇ’では、正方形状の突起部
Ｇ１が図９の上側（すなわち、当該ゲート配線Ｇ’を含んだ絵素Ｐ１７、Ｐ１８、及びＰ
１９の補助容量用配線２９側）に形成されている。この突起部Ｇ１の形成位置を用いるこ
とにより、行方向での絵素位置を正確に把握することができる。
【００６７】
　また、図９に例示するように、マトリクス状の行方向の１段目の絵素Ｐ２０と、２段目
の絵素Ｐ２１とでは、ソース配線Ｓの形状が互いに相異するように、構成されている。詳
細には、ソース配線Ｓでは、矩形状の突出部Ｓ２が、行方向に平行に設けられた直線部Ｓ
１に対して、突出するように構成されている。そして、絵素Ｐ２０では、突出部Ｓ２が図
９の左側に突出するように形成されている。これに対して、絵素Ｐ２１では、突出部Ｓ２
が図９の右側に突出するように形成されている。この突出部Ｓ２の形成位置を用いること
により、行方向での絵素位置を正確に把握することができる。
【００６８】
　また、図１０に例示するように、マトリクス状の行方向の１段目の絵素Ｐ２２と、２段
目の絵素Ｐ２３とでは、ソースドレインＳＤの形状が互いに相異するように、構成されて
いる。詳細には、ソースドレインＳＤでは、矩形状の突出部ＳＤ１が、ソースドレイン本
体ＳＤａとドレイン電極２５ｄとの間に設けられた直線状部ＳＤｂに対して、突出するよ
うに構成されている。そして、絵素Ｐ２２では、突出部ＳＤ１が図１０の左側に突出する
ように形成されている。これに対して、絵素Ｐ２３では、突出部ＳＤ１が図１０の右側に
突出するように形成されている。この突出部ＳＤ１の形成位置を用いることにより、行方
向での絵素位置を正確に把握することができる。
【００６９】
　上記第１及び第２の各実施形態での相違点と、図８～図１０に例示した３つの各相違点
を適宜組み合わせることにより、第１及び第２の各実施形態と同様に、絵素の正確な位置
を容易に把握することができる。
【産業上の利用可能性】
【００７０】
　本発明は、絵素の正確な位置を容易に把握することができるアクティブマトリクス基板
、及びこれを用いた高性能な表示装置に対して有用である。
【符号の説明】
【００７１】
　１　液晶表示装置（表示装置）
　２　液晶パネル（表示部）
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　５　アクティブマトリクス基板
　６　カラーフィルタ基板（対向基板）
　２５　薄膜トランジスタ（スイッチング素子）
　２６　絵素電極
　２９　補助容量用配線
　２９ａ　半導体部
　Ｓ１～ＳＭ、Ｓ　ソース配線（データ配線）
　Ｇ１～ＧＮ、Ｇ、Ｇ’　ゲート配線（走査配線）
　ＢＭ　ブラックマトリクス
　ＳＤ　ソースドレイン（スイッチング素子）
　Ｐ、Ｐ１～Ｐ２３　絵素

【図１】 【図２】
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